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　道の駅平成（下之保）は8月19日、来場者が1,000

万人に達し、記念イベントを開いてその日訪れた多く

の来場者の皆さんとともにお祝いしました。同駅は、

平成6年5月に日本花街道センターとして開館し、平

成8年4月に道の駅に登録。物販店や飲食店、パターゴ

ルフ場も整備され、昨年度も61万人の観光客があり

ました。イベントでは、ビンゴゲーム大会を開き、1等

の鈴木美津子さん（一宮市）を1,000万人目として認

定。施設を管理するNPO法人日本平成村の長尾理事

長より認定証が贈られました。

　8月22日、市政に対する知識を深めるため、夏休みを

利用して、市内の施設や名所を訪ねる「親子市政見学

バス」が運行され、市内の親子10人が参加しました。市

役所を出発後、小瀬鵜飼鵜匠の家やフェザーミュージ

アム、中池公園など8箇所を見学。関鍛冶伝承館では、関

鍛冶の歴史や刀装具などの説明を受けた後、展示品を

見学。日本刀、はさみや包丁などの刃物製品、カスタム

ナイフなどを熱心に見入っていました。

　市内の名勝や史跡を散策しながら、指導者からアド

バイスを受けて俳句づくりをする「子ども俳句教室」

（全4回）が行われました。8月25日、八滝ウッディラ

ンド（富之保）を会場にした教室では、市内小学生10

人が参加。場内を散策し、滝を眺め、木々を観察しなが

ら1人5句ずつ詠みました。さっと書ける人、うなりな

がらひねり出した人などさまざまでしたが、指導者か

らはどの児童もレベルが高いとの講評でした。

8月16日～31日にあった
市内の話題を中心に

ご紹介します。

道の駅平成　来場 1000 万人

バスでぐるりと市内巡り子どもたちが五・七・五


